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文部科学省検定済教科書
　
平成２８年度用「技術･家庭」

開隆堂　 新教科書の観点別評価一覧（詳細版）家 庭 分 野

	観　　点
	評　　　　　価

	学習指導要領との関連
	●内容は，学習指導要領の「教科・分野の目標及び内容」「指導計画の作成と内容の取扱い」に準拠し，必要かつ十分な内容がよく整理して取り上げられており，極めて適切である。

●実践的・体験的な学習活動を通して，生活の自立への意欲を引き出し，自ら問題を見出し，課題を設定して解決を図る力を身につけることができるように，よく工夫されている。
●内容Ａ（１）が家庭分野の学習全体のガイダンスとしての扱いと，Ａの導入としての扱いの２つがあることを踏まえて，ガイダンスとＡの学習の導入がスムーズにつながるように，教科書全体の組織・配列が内容Aから始まるように工夫されている。
●内容Ａ・Ｂ・Ｃの「生活の課題と実践」は，生徒の興味・関心を引く豊富な題材が，巻末にまとめて提示されており，課題設定のヒントとして学習・指導を進めるうえできわめて適切である。

	
	

	教育基本法や学校教育法などとの関連
	―教科書全体を通して―

●「学習の目標」→「導入課題」→「本文」と展開し，「ふり返り」で自己評価する形を基本として，問題解決学習への取り組みかたが視覚的・具体的に示されている。本文以外にも，参考や探求，発展，またイラスト・写真などによる多彩な事例があり，幅広い教養を身につけられるようになっている（知育　第１号）。

●自立とはどのようなことか，まずは生徒が自分の生活を振り返って考えを表明する場面を設け，主体的な思考活動ができる場面が用意されている。また，自立をテーマに，生活を問い直し改善できるよう，考え体験する学習が充実している。さらに「生活の課題と実践」では，学習したことを生活に活かすための多様な課題例が示されている（自主，自律　第２号）。
―各学習内容に関して―

●家族や近隣の人びと，学校の先生をはじめ，自分たちが多くの人に支えられていることが理解できる多くの事例が示されている（徳育　第１号）

　（p.12,13,28,29他）。

●「子どもの健やかな成長のために」として，健やかな成長のためには，国の法律・制度によって整えられた環境が必要であることを理解するための資料が充実している。また，「健康と食生活」の中で直接的には食事による体づくりの必要性に関する内容が充実している（体育，食育　第１号）（p.56,57,68～81他）。
●職業観を養い，社会に目を向けられるよう，実際に働いている人（全21名）のメッセージが各所に入っている（キャリア教育　第２号）（p.57,62,63,69,138,後見返し　他）。

●家庭でも社会でも男女が協力して支える社会をめざす男女共同参画社会の重要性が，教科書全体にわたり，図・写真・イラストなどを中心に公平に取り上げられている（男女平等　第３号）（p.14,16,17　他）。
●共生社会をテーマに，様々な人びととかかわりあっていくことの必要性が理解でき，それらの人びとと支え合い，分かち合う，これからの社会を考えられるよう，事例が充実している（自他との協力　第３号）（p.18,19.,5455 他）。
●これからの社会を生きる主体として，権利には責任が伴うことが示され，また公正な社会に向けた取り組みが随所で取り上げられて，具体的に考えられる課題が工夫されている（正義と責任　第３号）（p.224,225,　230～234　他）。

●持続可能な社会をテーマに，教科書全体にわたって環境教育につながる題材が充実しており，生活する立場から生態系を含め，環境保全に寄与する態度を身につけることが目指されている（環境教育第４号）（p.6,7,54,55,136,137,164,165,206,207,236～245 他）。

●学習内容ＡＢＣＤで東日本大震災の事例が取り上げられ，日頃より防災への意識を高め，生命を尊ぶ態度を身につけることが目指されている（防災教育，生命の尊重，第4号）（p.28,140.,158～161,244,268～270 他）。

●伝統的な幼児の遊びや，和食・郷土料理，伝統的な民家や，和服などが数多く取り上げられたり，日本各地の伝統文化の事例を充実していたり，我が国の独自の文化と先人の工夫に気づき，愛着をもつとともに，日本人としての誇りが育まれるようになっている（伝統文化，郷土愛　第5号）（p.36,130～135,149, 172,173,242,271,272,ⅳ 他）。

●諸外国に目を向けさせる題材が豊富に取り上げられ，世界の国々に関心をもち，他国と協力して，これからの国際社会に貢献する態度を育むことができるようになっている（国際理解　第5号）（p.58,139,210,244 他）。
●教科の特質として，生活の「自立」や生態系を含む「共生」に関する内容が充実していたり（学校教育法21条1，2，4），生活文化の観点から伝統文化，他国の事例が多数取り上げられている（同3）。またこれらの内容を体験的に学習することにより，職業観の育成も育まれるように工夫されている（同10）。
●思考力・判断力・表現力を身につけるために，問題解決型学習における考察，話し合いの課題や，実習等をふり返り，まとめるための課題などの言語活動が充実している。巻末資料に，そのねらいがよりいっそう定着するための，言語活動の進め方のプロセス図が掲載され，レポートの例や，ロールプレイングの方法，手紙の書き方など，言語活動の手立ても豊富に示されている（学校教育法21条5）。

	内容の範囲・程度・
系統性
	●生徒の生活経験や小学校での学習をふり返り，中学生期の発達段階や授業時数などを十分に考慮して範囲や程度が定められており，内容の系統性もきわめて適切である。

●内容の範囲は，学習指導要領に適合していて，生徒の生活経験に十分に配慮してあり，授業時数などの学校事情や生徒の実態にも弾力的に対応できるように工夫されている。

●内容の程度は，本文・課題・図表・写真など，いずれも生徒の心身の発達段階によく適合していて大変よい。

●内容の系統性は，各題材とも，基礎的・基本的内容の習得から応用・発展的な内容の学習へと，系統的に展開されており，極めて適切である。

	
	

	内容の選択･取扱い
	●各題材とも，学習指導要領に示されている内容及びその取扱いに照らして，内容の選択・取扱いは適切である。

●実習題材は，基本となる実習例から，参考・応用的なものまで , 男女生徒のいずれもが関心と意欲をもって取り組める多様な例があり，適切である。
●本文の内容は，特定の事項・事象・分野に偏ることなく，全体として調和がとれている。

●「持続可能な社会」を人と環境の視点から捉え，自立と共生に向かって，人権尊重や男女平等，ノーマライゼーションなど，国際社会に生きる日本人としての自覚や豊かな感性を育成できるような配慮をした内容の選択及び取扱いがなされている。

	
	

	
	

	内容の組織・配列・分量
	●全体として系統的・発展的に組織されており，その分量や配分は，授業時数や多様な指導計画などに適応できるように，よく考慮してまとめてある。
●各題材とも，「導入」→「基礎学習」→「展開」→「まとめ・評価」の順に，系統的・発展的に組織してある。

●本文は，基礎的・基本的事項を習得するうえで適切な内容に精選され，学習を深める問題や研究課題などが適宜示されている。また，応用・発展的内容は，本文とは明確に区分して，｢ 参考 ｣｢ 探究 ｣｢ 発展 ｣ などのコラム及び参考・応用実習例として提示され，多用な指導に弾力的に適応できるように工夫されていて適切である。

●各小項目は見開き単位でまとめられていて学習・指導がしやすく，極めて効果的である。

●「C 衣生活・住生活と自立」は，「住生活の自立」と「衣生活の自立」に大別されており，衣生活の項目が系統的につながっていて，生徒の思考に沿った学習が進められるようになっている。

	
	

	
	

	
	

	
	

	主体的な学習への

取り組み
	●内容は次のように構成されていて，学習の見通しがつけやすく，主体的な学習がしやすいように工夫され，生徒の工夫・創造を促すようになっている。

●「家庭分野の学習をはじめよう」で，Ａ～Ｄの学習を概観し（p.ⅰ～ 1），自立や共生，持続可能な社会のイメージ（p.2 ～ 9），学び方・考え方を知り（p.8・9），A ～ D の各導入頁で各題材の「学習のめあて」や「学習の流れ」がわかるようになっている（p.10・11,60・61,146・147,148・149,166・167,212・213）。

●本文では，見開きの学習項目ごとに設定された導入課題で問題意識をもたせ，自ら解決しようとする態度を養うように組織されている（p.14，16 他）。
●また，中項目ごとに「ふり返り」（p.19,41,49,53,79,93,125,135,153,157,163,175,189,205,215,221,233,241）が 設 定 さ れ，さらに各題材の「学習のまとめ」でも「学習をふり返ろう」「生活に生かそう」（p.59,141,211,245）が設定され，自己評価及び生活への活用ができるようになっていて，大変効果的である。

	
	

	観　　点
	評　　　　　価

	アクティブ・ラーニングへの対応と扱い
	●「話し合ってみよう」「調べてみよう」「考えてみよう」「やってみよう」などの導入課題（課題発見）や，基礎学習・学習展開における小課題，実験・観察やふれ合い，実習・製作による体験学習，「生活の課題と実践」を通した多種多様なアクティブな授業展開ができるように具体的に取り上げられている。

●「体験的・問題解決的な学習」（p.246～257），「言語活動の充実」（p.260～263），など自主的・自発的な学習を促進することができ，アクティブ・ラーニングとして活用できる。

	インターネットや

ICT機器を活用した学習への対応
	●随所に取り上げられている課題について，インターネットを活用して取り組んだり，結果をICT機器を用いて発表したりできるように仕組まれている。

　特に，「言語活動の充実のために」の「共用し合う」（p.261）活動として，ICT機器を活用して発表している場面が掲載されていて，中学生がイメージしやすくなっている。

●デジタル教科書への対応として，電子黒板を用いた活用や，教科書紙面の写真やイラスト，グラフ等の拡大や挿入，アニメーションやワークシート例，オリジナルな教材作りのための資料など，多くのデジタルコンテンツを盛り込んだ内容構成を盛り込むことができるようになっている（p.72～77，p.96・97，実習・製作の頁，p.152，ｐ.169他多数）。

	内容の正確性

	●本文・図表・写真は，いずれも正確に記述されていて，用字用語・記号などの表記も適切である。

	評価への対応と扱い
	●小題材ごとに設定された「学習の目標」を受けて，学習のまとまりごとに具体的な「ふり返り」があり，「A：よくできた　B：できた　C：もう少しがんばりたい」の３択と，思考力・判断力・表現力とつながる自己評価ができるようになっている。

●さらに，各内容ABCの最終頁に，「学習のまとめ」として，「ふり返ろう」「生活に生かそう」が設けられており，各内容の学習をふり返って，自己評価ができ，それにそって復習ができ，生活場面で生きる知識・技能を高めていくことができる。（p.19,41,59…他）

	小学校との系統性
	●題材の導入や基礎的な技術の確認等，随時｢小学校のふり返り｣が取り上げられ，小・中の系統性が適切に図られている
（p.ⅰ,14,153,164,170,186,188,190）。

	
	

	基礎的・基本的事項の

扱い
	●各題材とも，基礎的・基本的な内容が習得できるように，本文や図表は要点をおさえて丁寧に記述されており，極めて効果的である。

●写真や図版は大変わかりやすく，実物大食品の写真（p.75 ～77）や，生徒の目線で撮影された調理実習の手順写真（p.104～109,112 ～ 117,120～123）など，理解を促すための工夫がよくなされている。

	
	

	ガイダンス的な
内容の扱い
	●小学校家庭との体系化を図り，小学校家庭科の学習をふり返って，中学校での３年間の学習の見通しをもって学習できるように工夫され，もくじの該当項目の頭に視覚的にわかるように色印が示されている（p.ⅲ）。
●家庭分野の全時数に照らして，ガイダンスに充当するに適した時数を考慮した指導内容と分量で，ガイダンスとして適切な配慮がされている

（p.ⅰ～13）。

	
	

	発展的な学習内容
	●発展マークを付して，生徒の興味・関心に応えられる新しい話題や今日的課題，事例を適切に配置している
（p.56 ～ 58,70・71,99,126・127,140，208 ～ 210,244）。

	
	

	「生活の課題と実践」

への対応と扱い
	●内容ABCDの後にまとめて示されているので，いずれの学校でも指導時期や進行状況，指導内容に対応できる（p.246～257）。

●「課題学習の進め方の例」が見開き２頁にステップ1～5まで具体的に示されているので，中学生が参考にしながら主体的な課題解決学習に意欲を持って取り組むことができる。

●課題例がA（6例），B（6例），C（8例）の他にも，「安全と省資源・省エネルギーも考えた課題」としてDの内容とABCがそれぞれ関連した課題例（8例）もあり（計28例），多種多様なテーマと学習方法で示されているので，個々の中学生の課題設定への大きなヒントとなる。

	問題解決的な構成
	●家庭分野の学習にあたって，見開き頁（p.8・9）を用いて，『課題をもって生活を豊かに創造していく力を身につけるために「人やものとかかわりながら学ぼう」』が設定されている。ここでは，「生活を見つめ，問題を見つけよう」「調べてみよう・やってみよう」「交流し合おう」「生活に生かそう」「ふり返ろう」の活動がサークル上に示されていて，問題解決型学習の考え方・取り組み方が具体的に示されている。

●各学習項目が「学習の目標」→「導入課題」→「基礎学習・学習展開」→「参考・探究・発展学習」→「ふり返り」→「学習をふり返ろう」→「生活に生かそう」の順に構成されていて，問題解決に向かって学習が促進されるしくみになっている。

●「生活の課題と実践」（p.246～257）においては，さらに，p.248・249で「課題学習の進め方の例」として，具体的で詳細なプロセスが示されている。

	｢食育｣への対応
	●食生活を総合的に捉える本教科の特質を生かして，健全な食生活を実践するための基礎が培われるように，多面的かつ充実して取り扱われている（p.63,66・67,72～81）。また，学習の定着を図るために，栄養・献立学習が見てわかるように視覚的な工夫が随所に取り上げられている（実物　　　　　　　　　　　大の写真や実験結果の写真，爪見出しの食品の写真と名称の一致化など）。
●調理の安全，食品の安全（食中毒，作業の安全，食品表示，食物アレルギーなど）（p.43，88・89，92・93，100他）や災害にあった時の食事について（p.140）など，安全と防災の両面から随所に取り上げられている。

	
	

	循環型社会・持続可能な社会，消費者教育・環境教育への配慮
	●題材としての内容 D の扱いだけでなく，A ～ Cの個々の学習場面でも生活と関連づけて取り上げて，実践的態度が身につくように配慮されている（p.6,7,54・55,136・137,164・165,206・207,234-244）。

	人権尊重・男女平等，ノーマライゼーション，高齢社会等共生への対応
	●本文記述や課題の設定，写真やイラストなどは，男女のちがいや子どもから高齢者までの世代のちがい，及び生活文化のちがいを超えて，また，障がいのあるなしにかかわらず全ての人の人権を尊重することを前提として表記・表現されていて，ダイバーシティやインクルージョンへの配慮が細やかにされていて，極めて適切なものとなっている（p.4・5・6・7,17・18,54～ 58,157,234）。

	地域性や伝統文化への

配慮
	●内容 A ～ D の各所で，地域とのかかわりや，連綿として受け継がれてきた伝統文化について充実して取り扱われている。これらは修学旅行の活動にも十分反映させることができる（p.4・5,12・13,16,18・19,36,54・55,57,83,99,128,130～135,149,153,165,172・173,201,243,251,258,271 ～ⅳ）。

	｢言語活動｣への対応
	●話し合い等の課題，調査，観察，考察，発表などの学習活動が随所に設定され，思考・判断・表現力などを育む十分な配慮がされている。特に見開き4頁分で，「言語活動の充実のために」（p.260～263）が設定され，具体的に示されて大変わかりやすい。
（p.18,26,34,36,48,50,54,62,92,130,136,152,154,156,162,164,168,172,186,206,214,220,230,248 ～ 257）。

	思考力・判断力・表現力への対応
	●家庭分野を学びながら，自分で考え，行動し判断して，それらを表現・表明できるように，「人やものとかかわりながら学ぼう」（p.8・9）で学び方を示し，教科書全体を通して，「話し合ってみよう」「調べてみよう」「やってみよう」「考えてみよう」「ふり返ってみよう」などの学習活動が随所に設定されていて，中学生の思考・判断・表現力を発揮し培うことができるようになっている。

●さらに「家庭分野の学習で，考えたり，判断したりする力や表現する力を身につけよう」（p.260・261）として，冒頭の「人やものとかかわりながら学ぼう」のサークルと同じサークルで「生活の課題の解決」と関連させながら，各具体的場面が示されている。

	キャリア教育
	●学習内容と関連した職業の人からのメッセージが掲載されていて，キャリア教育とも関連がはかられる。ピアニストの辻井伸行さん，宇宙飛行士の野口聡一さん，世界の100人に選ばれた片づけコンサルタントの近藤麻理恵さんなど多くの方々からの中学生に向けたメッセージが掲載されている。

	安全・防災教育・衛生
上の配慮
	●作業中の事故防止や防災，衛生面について，該当か所に随時掲載されているが，さらにまとまった紙面でも取り上げられていて，細かな配慮がいき届いている。（p.19,28,（38）,（40）,43,88,（89）,94・95,100・101,125,155 ～161,163,182,192・193,195,251,256,268 ～ 270）。

	科学的視点への配慮
	●各所に実験・観察，POINT，コラムなどが設定されていて，科学的な目を育てる配慮が十分になされている
（p.70・71，99～120，155，163，178，183，237）。


	道徳の時間などとの関連
	●家庭分野の特質を生かして，望ましい生活習慣を身につけ，勤労の尊さや意義の理解，及び家族・家庭や地域社会の一員として自覚をもって生き方を考え，生活をよりよくしていくことにつながるように，配慮されている（p.12,19,29,33,35,50,171）。



	２学期制への対応
	●地域や学校等の事情にそって多様なカリキュラム編成ができるように構成され，２学期制への対応も十分にできるように配慮されている。

	他教科との関連
	●家庭分野の中での内容ABCDの相互の関連および小学校家庭科や技術分野との関連が誌面から読みとれると同時に，道徳や，保健体育，理科，社会などの他教科と関連する学習事項が他教科での項目を付して，リンクマークの中に記載されている。

●家庭分野の時数を考慮した取り上げ方が配慮されている。

	観　　点
	評　　　　　価

	特別支援教育への対応
	●紙面構成は，学習項目（タイトル），学習の目標，導入課題，基礎・基本の内容，参考など，形や配置に統一性があり，思考の流れにそうことができ，学習がスムーズに進むように配慮されている。特に，実習や製作などの活動を伴う学習の紙面は規則性をもって配置されている。また，手順の写真は，すべて作業をする生徒の側にそったアングルになっているので，教科書を見ながら作業に取り組むことができる。

●巻末（p.258・259）には，「「手」を使って，やってみよう」として,「結んでみよう―ちょう結び」「編んでみよう―指編みのアクリルたわし」が取り上げられていて，繰り返し作業をすることによって身についていく体験や，失敗を重ねても修正の可能な題材となっているので，生徒の成就感・自己肯定感につなげることができる。

	　　　　　
	口絵・折込み
	●口絵は，３年間の「家庭分野を見通す」ためのガイダンスとして活用できるように工夫されていて，大変効果的である。また，折込み頁も視覚的に工夫されていて，学習の理解が深まりやすくなっている。

	
	とびら
	●A・B・C・D の各見開きとびらは，写真で示されているだけでなく，学習の目標と学習の流れが分かるように構成され，学習への意欲づけが図られるように工夫されている。

	
	図表・イラスト・写真
	●図表やイラスト・写真は，課題解決のための手がかりとして，また本文内容の理解を助ける資料として，表現・分量・大きさなど極めて適切である。特に実物大写真はインパクトがあって，学習の意欲づけを図るのに効果的である（p.22・23,30・31,75-77,104 ～129,184 ～189）。

	
	
	

	表記・表現
	マーク・

キャラクター
	●マークや親近感のもてるキャラクターは，生徒が関心・意欲をもって主体的に楽しく学習を進めるのに極めて効果的である。

（マーク）注意を促したりポイントを示したりする場合に，各種マークが使用されていて，内容がイメージしやすく，効果的である（p.9他）

（キャラクター）p. ⅰ，ⅱ，3，4，7，14，25，29，32，37，41，47，48，50 ～ 52，66，68，78，83，87，89，90，125，140，157，160，162，168，171，182，184，186，190，215，218，220，237，241，243，248，ⅴ，ⅵ，p.1，16，33，38，59，69，84，86，95，97，99，103，105 他多数

	
	レイアウト
	●見開きを有効に活用し，本文と参考などの資料との区分も明確で，調理実習などでは大きな盛りつけ写真や手順・ポイントがわかりやすくレイアウトされていて適切である。

	
	爪見出し
	●奇数頁の右上には，A・B・C・D ごとに各内容を特徴づけるマークが付されていて，頁を開きやすく，今どこを学習しているのかが常に分かるように，よく工夫されている。

	
	色覚の特性への対応

（カラーユニバーサルデザイン）
	●全ページを通して，配色や文字の扱いが工夫されていて，色覚のちがいによる情報格差が起こらないようにカラーユニバーサルデザイン（CUD）を取り入れた配慮がなされている。特に，CUDの認証機関の検証を受けたことがわかるCUDマークが付されている（裏表紙）。

●イラストやグラフの配色や表現も細やかな配慮がなされている。

	造本・体裁
	表   紙
	●家庭分野の学習内容を示唆する内容が楽しい写真で表現されており，色彩もカラフルで，生徒の関心・意欲を喚起するのにふさわしい表紙になっている。裏表紙は各地の伝統野菜が掲載されていて地域に目を向けることができる。

	
	
	

	
	印　刷
	●全頁カラー印刷で美しく，印刷インキは環境に配慮したものが採用されていて，極めて適切である。また，カラーバリアフリー（色覚特性）にも配慮されている。

	
	
	

	
	用　紙
	●環境・資源に配慮した用紙を採用し，その紙質は，写真や色彩の再現性がよく，薄くて丈夫なものが採用されていて，頁数の割合に軽く，持ち運びについて生徒の負担を軽減するように配慮されている。

	
	
	

	
	製　本
	●製本は堅牢な針金とじで，長期の使用に耐えるものとなっている。

	総　　　括
	■学習の進め方が，「人とものとかかわりながら学ぼう」（p.8・9）として示されていて，もくじ（p.ⅲ・1）に記述された本文と合わせて活用することによって，見通しをもって学習に臨むことができる。
■全体として，内容の範囲・程度・選択・扱いは適切で，組織・分量や内容の取扱い，表記・表現などで，細かな工夫がみられる。
■各題材は，「導入」→「基礎学習」→「展開」→「まとめ・評価」の順で構成され，各段階とも生徒の興味・関心・意欲を高めながら，問題解決的な学習が無理なく展開でき，系統的な学習が進められるように工夫されている。これらの工夫によって，主体的に学ぶ力，創意工夫する力を養い，家庭生活や社会生活で応用・実践していく基礎的・基本的な知識と技能が習得できるように配慮されていて，極めて適切である。
■調理実習例や製作例は，取り組む意図が明確に示され，基礎的・基本的技能が習得できる例が，平易なものから難度の高いものまで多種多様に掲載されているので，地域や学校の実情，中学生の興味・関心に応じて選ぶことができる。

■ガイダンスや発展的な学習内容，食育や安全・防災教育，環境・消費者教育，及び言語活動，科学的視点，地域性や伝統文化，人権尊重・男女平等・ノーマライゼーション・高齢社会への対応，小学校との系統性，他教科との関連など，個々の学習内容と関連づけて随所で取り上げてあり，実践的で極めて適切である。
■思考力・判断力・表現力と言語活動の場面が具体的に設定されて，中学生が学習をイメージできるので大変効果的である。また，それぞれがアクティブ・ラーニングに大変有効的に取り上げられていて，生活と総合的にかかわる力を培うことができ，家庭分野の学習が生活と密着して定着するように大変工夫されている。

■教科書全体を通して，安全・防災の視点が明確に示され，なおかつそれぞれの学習内容の随所に具体的に取り上げられているとともに，巻末の折込み3頁にも一覧表にまとめて示されているので，中学生の安全・防災に対する意識を深めることができる。
■爪見出しやデザイン・レイアウト，印刷・造本などにも細かな配慮がされていて，大変効果的である。


*Ａ･B・C・Dは，学習指導要領のA家族・家庭と子どもの成長など家庭分野のそれぞれの｢内容｣を示しています。








